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平成22年度 一般会計決算の特徴

歳入・歳出ともに前年度の伸び率を下回る

こんな議案を審議しました
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　◆経常収支比率
　84.7％（昨年度より9.2ポイント下降し、大幅に改善）

比率が高いほど臨時的な経費に使用できる一般財源が少なく、
財政構造が弾力性を失っていることを示す

　◆実質収支
　５億8499万円の黒字

うち３億円を財政調整基金へ積立て

　◆財政力指数
　0.83（前年度より、0.02ポイント下降）

　◆積立金現在高
　39億 7540万円

２年連続で減少していたが、今年度は１億 2292 万円増加

　◆地方債現在高
　94億 5394万円（前年度に引き続き増加）

　

第
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︵
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決
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し
た
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歳出…8.3％減
中学生までの医療費無料化や子ども

手当の創設など、民生費が増加しま

した。反面、教育費は玉村中学校体

育館・プールの建設工事や玉村小学

校体育館耐震補強工事が終了したた

め、22.5％減少。また総務費も、定額

給付金の支給などがなくなったため、

大きく減少しました。

歳入…6.8％減
企業の業績回復により法人町民

税が増加したものの、個人所得

の落ち込みから個人町民税は減

少し、町税全体では１．１％の減

少となりました。しかし、前年度

の法人町民税の落ち込みの清算

により、地方交付税が大幅に増

加しました。

平成22年度 決算
全会計とも
賛成全員で　認定
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町民みなさん
からの税金
（42.6％）

地方交付税
（13.2％） 諸収入

（4.0％）
繰越金
（3.0％）

分担金及び負担金（1.7％）
使用料及び手数料（1.4％）繰入金（1.1％）

地方消費税
交付金（3.2％）

地方譲与税（1.3％） 地方特例交付金（0.6％）
その他（1.0％）

財産収入（0.1％）

　 5 3 .
9 ％

4 6 . 1 ％

一般会計 歳入

106億 6831万円

町民みなさん
からの税金
（42.6％）

地方交付税
（13.2％）

県からの
補助金等
（6.7％）

諸収入
（4.0％）

繰越金
（3.0％）
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で
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　 5 3 .
9 ％

4 6 . 1 ％

県からの
補助金等
（6.7％）

借入金
（9.1％）
借入金
（9.1％）

国からの
補助金等
（11.0％）

国からの
補助金等
（11.0％）

町民の福祉の
ために
（30.5％）

学校教育、
生涯学習などに
（18.4％）

道路、公園整備
などに（12.5％）

税務事務、
住民票管理
などに（11.6％）

借金返済に
（10.1％）

商工・
労働費
（2.6％）消防費

（4.1％）

農林水産業費（1.2％） 議会費（1.1％）

一般会計 歳出

99億 9667万円
町民の福祉の
ために
（30.5％）

学校教育、
生涯学習などに
（18.4％）

道路、公園整備
などに（12.5％）

税務事務、
住民票管理
などに（11.6％）

借金返済に
（10.1％）

町の衛生の
ために
（7.9％）

町の衛生の
ために
（7.9％）

商工・
労働費
（2.6％）消防費

（4.1％）

こんな議案を審議しました

３

総 括 質 疑総 括 質 疑

経常収支比率が改善しているが、

地方交付税と臨時財政対策債などの依

存財源によるものであり、手放しで喜

べない。一般会計決算について、町長

はどのような評価をしているか。

決して安心できる状況ではないが、

平成 22 年度までに小中学校の耐震補強

工事など投資的な事業を行ってきた。厳

しい経済情勢の中でこのような事業がで

きたことは、当町の財政に力があったも

のと思っている。今後も無駄を省き、住

民福祉のために財政の安定化に努めた

い。

平成 22 年度決算は、実質収支な

どすべての面において黒字となってい

る。その要因は。

歳入については、平成 21 年度の法

人町民税減収を補てんするため、地方交

付税が伸びたことによるものである。歳

出については、事業を行う際の入札差金

や職員の努力によるものと考えている。




